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　　　　　　第133回東京医科大学医学会総会
日　時：平成6年7月2日（土）午前9時より
会　　場：東京医科大学病院臨床講堂（6階）
　　　　　東京医科大学病院第一会議室
当番教室：解剖学第二講座，病院管理学教室
特別講演：1，慢性関節リウマチにおける副腎皮質ステロイドの使い方
　　　　　　　一新しい考え方を踏まえて一
　　　　　　　内科学（第三）林　 徹教授（52（5）：509～513）
　　　　　2．早期胃癌2400例からみた前癌病変
　　　　　　　　病院病理部　廣田映五教授（52（5）：514～523）
　　　　　3．うつ病の生物学的研究と病因論
　　　　　　　一特にアミン・アミノ酸について一
　　　　　　　　　精神医学河北英詮教授（52（5）；524～528）
　　　　　4．解離性椎骨動脈瘤
　　　　　　　脳神経外科学　蓮江正道教授（52（5）：529～533）
一般演題：ロ演1～46，展示P－1～P－34
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救急医療センター開設前後の患者動態
（救急医療センター）
○池田　譲治、本間　宙、村岡　麻樹
　鈴木　秀道、池田　裕介、牧野　義文
　小池　荘介
　今回、我々は、救急医療センター開設前後の患
者動態を比較検討し、若干の知見を得たので報告
する。
　対象：センター開設前の1年間における全外来
受診症例は616例、うち入院症例は353例で’
あった。開設後の全外来受診症例は、824例で
あり、開設前に比べて33％の増加であった。ま
た、入院症例は510例で44％の増加であった。
患者の平均年齢は55．7才、男女比は65：3
5で、平均年齢および男女比には開設前後で差は
なかった。　疾患の内訳では、センター開設後は、
クモ膜下出血、脳内出血などの脳疾患、消化器疾
患、頭部外傷、多発外傷の比率が増加し、DOA
の比率が低下していた。
　入院症例の転帰を比較すると、自宅退院および
死亡が減少し、院内転科および転院が増加してい
た。これのみで死亡率が低下したとは一概には言
えないが、センター開設後は院内の転床が円滑に
行われているとは言えると思われる。平均在院日
数は、開設前が11．4日であったのに対し、開
設後は13．7日と若干延長していた。
　考察：救急医療センター開設前後での大きな変
化のひとつは、8床から20床への増床である。
ベッド数が増えれば扱い患者数が増えるのは当然
であるが、開設前には満床のために取り扱えな
かったDOA以外の患者が扱えるようになった事
が、患者動態に変化を及ぼしていると思われる。
　今後の課題としては、平均在院日数の短縮があ
げられよう。センター部内で努力する事はいうま
でもなく必要であるが、重症例や植物状態の患者
も多く、自ずと限界がある。後方病院の確立とと
もに、院内転床のより一層の円滑化をめざすこと
が必要であると思われ、関係各部署にさらなる御
協力をお願いしたい。
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